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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

規
　
則

◯
栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
八
・
健
康
対
策
課
）

◯
公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
九
・
生
活
衛
生
課
）

◯
秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
二
〇
・
流
通
経
済
課
）

◯
秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
一
・
商
工
業
振
興
課
）

◯
秋
田
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
二
・
都
市
計
画
課
）

◯
秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
三
・
港
湾
空
港
課
）

◯
秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
二
四
・
建
築
住
宅
課
）

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
八
号

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

栄
養
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
秋
田
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
栄
養
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と

い
う
。
）
第
一
条
」
を
「
栄
養
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
。
以
下
「
施

行
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
」
に
、
「
に
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
に
よ
つ
て
行
わ
れ
な
け
れ

ば
」
に
改
め
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
名
簿
の
訂
正
及
び
免
許
証
の
書
換
交
付
の
申
請
）

第
二
条

施
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
名
簿
の
訂
正
及
び
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
免
許
証
の
書
換
交
付
の
申
請
は
、
様
式
第
二
号
の
栄
養
士
名
簿
訂
正
及
び
免
許
証
書
書
換
交

付
申
請
書
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
抹
消
）

第
三
条

施
行
令
第
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
栄
養
士
名
簿
の
登
録
の
抹
消
は
、
様

式
第
三
号
の
栄
養
士
名
簿
登
録
抹
消
申
請
書
又
は
様
式
第
四
号
の
死
亡
（
失
そ
う
）
に
よ
る
栄
養

士
名
簿
登
録
抹
消
申
請
書
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
）

第
四
条

施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
様
式
第
五
号
の
栄

養
士
免
許
証
再
交
付
申
請
書
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

２

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　所

氏　名　　　　　　　　　　

栄養士免許について（申請）

栄養士法施行令第１条第１項の規定により、栄養士の免許を受けたいので関係書類及び手数料を添えて申請しま

す。

１　本籍（国籍）

２　住所

３　氏名

４　生年月日　　　　　　年　　月　　日

５　罰金以上の刑に処せられたことの有無（有の場合、その罪、刑及び刑の確定年月日）

有・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６　栄養士の業務に関し犯罪又は不正の行為を行つたことの有無。（有の場合、違反の事実及び年月日）

有・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式第１号 栄養士免許申請書（第１条関係）

（Ａ４判）

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

本籍地

現住所

氏　名　　　　　　　　　　

年　　月　　日生

栄養士名簿訂正及び免許証書換交付について（申請）

次のとおり登録事項に変更を生じたので、栄養士法施行令第３条第１項の規定により栄養士名簿を訂正されるよ

う申請します。

なお、同令第５条第１項の規定による免許証の書換交付も併せて申請します。

１　変更で生じた事項

変更後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

変更前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　変更年月日　　　　　　年　　月　　日

様式第２号 栄養士名簿訂正及び免許証書換交付申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

印

注　申請者が自書する場合には、押印は不要です。

印

注　申請者が自書する場合には、押印は不要です。



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

様
式
第
四
号
を
削
る
。

「

様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、

を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
の

」

注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
を
様
式
第
五
号
と
し
、
同
様
式
の
前
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

２
　

３４

資
格
取
得
年
月
日

資
格
取
得
の
種
類
　
　
　
　
　
　

免
許
証
番
号
及
び
免
許
年
月
日
　

注
　
申
請
者
が
自
書
す
る
場
合
に
は
、
押
印
は
不
要
で
す
。

２
　
免
許
証
番
号
及
び
免
許
年
月
日

施
行
規
則
第
４
条
第
１
項

施
行
令
第
６
条
第
１
項

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

本籍地

現住所

氏　名　　　　　　　　　　

年　　月　　日生

栄養士名簿の登録の抹消について（申請）

栄養士法施行令第４条第１項の規定により、栄養士名簿の登録の抹消を申請します。

１　抹消の理由

２　抹消理由の生じた年月日

３　免許証番号及び免許年月日

様式第３号 栄養士名簿登録抹消申請書（第３条関係）

（Ａ４判）

注　申請者が自書する場合には、押印は不要です。

印



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
九
号

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
公
衆
浴
場
の
衛
生
措
置
基
準
等
に
関
す
る
条
例
」
を
「
公
衆
浴
場
法
施
行
条
例
」
に

改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
一
号
か
ら
第
四
号
」
を
「
第
一
号
の
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
の
イ
か
ら
ニ
」

に
、
「
浴
槽
」
を
「
浴
場
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
浴
槽
内
の
湯
又
は
水
（
以
下
「
浴
槽
水
」
と
い
う
。
）

イ
　
濁
度
は
、
五
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
は
、
一
リ
ッ
ト
ル
中
二
十
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る

こ
と
。

ハ
　
大
腸
菌
群
は
、
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
一
個
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
、
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
十
　
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
　
浴
槽
水
以
外
の
湯
又
は
水

イ
　
色
度
は
、
五
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
濁
度
は
、
二
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
、
pH
値
が
五
・
八
以
上
八
・
六
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量
は
、
一
リ
ッ
ト
ル
中
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
大
腸
菌
群
は
、
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
に
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。

ヘ
　
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
は
、
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
十

未
満
で
あ
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
二
十
号

秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

４

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出義務者

栄養士との続柄

住　所　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　

栄養士名簿の登録の抹消について（申請）

次の者は、 年　　月　　日死亡したので（失そうの宣告があつたので）、栄養士法施行令第４条第３項の規

定により栄養士名簿の登録の抹消を申請します。

１　本籍地

２　現住所

３　氏　名

４　生年月日　　　　　　　年　　　月　　　日生

５　登録番号

６　登録年月日

様式第４号 死亡（失そう）による栄養士名簿登録抹消申請書（第３条関係）

（Ａ４判）

印

CFU CFU



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
は
、
廃
止

す
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
限
に
こ
の
規
則
に
よ
る
廃
止
前
の
秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規

則
の
規
定
に
基
づ
い
て
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
超
微
細
放
電
加
工
機
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

薄
膜
構
造
評
価
用
高
輝
度
Ｘ
線
回
折
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
五
〇
円

別
表
中
「
高
磁
界
型
振
動
試
料
型
磁
計
」
を
「
高
磁
界
型
振
動
試
料
型
磁
力
計
」
に
改
め
る
。

「

様
式
第
一
号
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
二
十
二
号

秋
田
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
及
び
第
七
号
」
を
削
る
。

「

５

映
像
装
置

同
時
通
訳
装
置

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー

式式基式式

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

円円円円円

拡
声
装
置

式
時
か
ら

時
ま
で

円

（一）
映
像
装
置

同
時
通
訳
装
置

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー

拡
声
装
置

式式式式式

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

時
か
ら

時
ま
で

円円円円円

第
二
項
第
四
号
の
規
定

に
該
当
す
る
も
の

営
業
の
宣
伝
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
目
的
を
も
つ
て

る
も
の
で
な
い
こ
と
。



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

別
表
第
三
中

「
を

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
二
十
三
号

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
秋
田
県
規
則
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
別
表
中
」
を
「
別
表
中
、
」
に
、
「
も
の
と
す
る
」
を
「
も
の
と
し
、
移
動
式
荷
役

機
械
の
使
用
時
間
の
計
算
は
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
を
開
始
し
た
と
き
か
ら
エ
ン
ジ
ン
の
回
転
を
停
止
し

た
と
き
ま
で
の
時
間
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

「

様
式
第
二
号
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

６

第
二
項
第
七
号
の
規
定

に
該
当
す
る
も
の

電
　
　
　
　
　
　
車

側
　
部

45
×
60

以

下

左
右
各
二

個
ま
で

41
×
25

以
下
一
個

41
×
25

以
下
一
個

45
×
90

以
下
左
右

各
一
個

50以

前
　
部

後
　
部

側
　
部

後
　

一
般
乗
合
用
　

表
示
す

数
字
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

バ
ス

×
90

下
一
個 部

第
二
項
第
四
号
の
規
定

に
該
当
す
る
も
の

営
業
の
宣
伝
そ

る
も
の
で
な
い

の
他
こ
れ
に
類
す
る
目
的
を
も
つ
て
表
示
す

こ
と
。

使
用
期
間

使
　
用
　
料

年
　
月
　
日
か
ら
　
年
　
月
　
日
ま
で（

月
）円

使
用
期
間

実
使
用
時
間

使
用
料

時
　
分
か
ら

年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
　
分

時
　
分
ま
で

時
　
分
か
ら

年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
　
分

時
　
分
ま
で

時
間

内

時
間円

時
間

外

時
間円

計

時
間円

（四）
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秋
田
県
規
則
第
二
十
四
号

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則

秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
秋
田
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
十
二
号
。
以
下

「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
入
居
住
宅
の
変
更
等
）

第
二
条

入
居
者
は
、
条
例
第
五
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
入
居
し
て
い
る
普
通
県
営
住
宅
若
し
く
は
改
良
住
宅

を
変
更
し
、
又
は
交
換
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
県
営
住
宅
の
公
募
の
例
外
適
用
者
の
収
入
基
準
）

第
三
条

条
例
第
六
条
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
二
十
万
円
以
上
六
十
万
千
円
以
下
と
す
る
。

（
特
定
県
営
住
宅
の
入
居
者
の
収
入
基
準
等
）

第
四
条

条
例
第
十
条
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
二
十
万
円
以
上
六
十
万
千
円
以
下
（
同
条
第
三

号
に
該
当
す
る
者
で
収
入
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
六
十
万
千
円
以
下
）
と
す

る
。

２

条
例
第
十
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一
　
災
害
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
者

二
　
不
良
住
宅
の
撤
去
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
者

三
　
普
通
県
営
住
宅
建
替
事
業
の
施
行
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
者

四
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
都
市
計
画
事

業
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
く
土
地
区
画
整
理
事
業
又
は
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十

八
号
）
に
基
づ
く
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
に
伴
う
住
宅
の
除
却
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
者

五
　
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
を
受
け
て
い
る
事
業

又
は
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二
条

に
規
定
す
る
特
定
公
共
事
業
の
執
行
に
伴
う
住
居
の
除
却
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
者

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の

３

条
例
第
十
条
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一
　
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
。
別
表
第
二
に
お
い
て
「
令
」

と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者

二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の

三
　
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者

（
特
定
県
営
住
宅
の
入
居
者
の
決
定
の
特
例
を
受
け
る
者
）

第
五
条

条
例
第
十
四
条
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

一
　
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
多
い
者

二
　
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
、
現
に
十
八
歳
未
満
の
者
を
扶
養
し
て
い
る
者

三
　
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
同
居
親
族
に
六
十
歳
以
上
の
者
が
あ
る
者

四
　
心
身
障
害
者
又
は
同
居
親
族
に
心
身
障
害
者
が
あ
る
者

五
　
条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
入
超
過
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
高
額
所
得
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
者

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
、
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の

七
　
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者

（
連
帯
保
証
人
の
変
更
等
）

第
六
条

入
居
者
は
、
条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
請
書
に
連
署
し
た

連
帯
保
証
人
（
以
下
「
連
帯
保
証
人
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

入
居
者
は
、
連
帯
保
証
人
が
死
亡
し
、
又
は
条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件

に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
新
た
な
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
と
と
も
に
、
知

事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
入
居
者
は
、
条
例
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

入
居
者
は
、
連
帯
保
証
人
が
住
所
、
氏
名
又
は
勤
務
先
を
変
更
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨

を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
同
居
の
承
認
の
申
請
）

第
七
条

条
例
第
十
八
条
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
の
収
入
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
、
入
居
者
と
の
関
係
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を

添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
同
居
者
の
異
動
の
届
出
）

第
八
条

入
居
者
は
、
同
居
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
入
居
の
承
継
の
承
認
の
申
請
等
）

第
九
条

条
例
第
十
九
条
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
居
者
が
死
亡
し
、
又
は
退
去
し
た

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
入
居
者
の
死
亡
又
は
退
去
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必

要
と
認
め
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７
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（
収
入
の
申
告
に
必
要
な
書
類
等
）

第
十
条

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
の
収
入
の
申
告
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
入
居
者
及
び
同
居
者
並
び
に
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項

第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
控
除
対
象
配
偶
者
（
以
下
「
控
除
対
象
配
偶
者
」
と
い
う
。
）
及
び

同
項
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
以
下
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。
）
で
入
居
者
及
び

同
居
者
以
外
の
も
の
の
住
民
票
の
写
し

二
　
入
居
者
及
び
同
居
者
の
収
入
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２

条
例
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
は
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
更
正
を

必
要
と
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
意
見
の
陳
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
通
知
の
あ
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
と
す
る
。

（
改
良
住
宅
の
家
賃
の
変
更
の
通
知
）

第
十
一
条

知
事
は
、
条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
良
住
宅
の
家
賃
を
変
更
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
入
居
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
改
良
住
宅
の
家
賃
の
減
額
の
基
準
）

第
十
二
条

条
例
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
家
賃
の
減
額
の
基
準
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す

る
。

（
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
の
変
更
の
通
知
）

第
十
三
条

第
十
一
条
の
規
定
は
、
条
例
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
の
変

更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
の
減
額
の
算
定
方
法
等
）

第
十
四
条

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
賃
の
減
額
は
、
条
例
第
二
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
か
ら
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
算
定
の
方
法

（
平
成
五
年
建
設
省
告
示
第
千
六
百
二
号
）
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
入
居
者
負
担
の
基
準
額
を
控
除

し
て
得
た
額
を
減
ず
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
毎
年
七
月
末
日
ま
で
に
、
第
十
条
第
一
項

に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
居
時
に
お
け
る
家
賃
の
減
額

の
申
請
は
、
条
例
第
十
一
条
の
許
可
を
受
け
る
た
め
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
付
記
し
て
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
家
賃
等
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
の
承
認
）

第
十
五
条

条
例
第
二
十
九
条
（
条
例
第
三
十
条
第
四
項
、
条
例
第
三
十
九
条
第
四
項
及
び
条
例
第

四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
減
免
又
は
徴
収
の
猶
予

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
承
認
を
必
要
と
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し
た
書

類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
家
賃
等
の
減
免
の
基
準
）

第
十
六
条

条
例
第
二
十
九
条
（
条
例
第
三
十
条
第
四
項
、
条
例
第
三
十
九
条
第
四
項
及
び
条
例
第

四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
減
免
の
基
準
は
、
別
表

第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
県
営
住
宅
を
使
用
し
な
い
と
き
の
届
出
）

第
十
七
条

条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
（
条
例
第
四
十
九
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
届
出
は
、
県
営
住
宅
を
使
用
し
な
い
期
間
の
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
収
入
に
関
す
る
報
告
に
必
要
な
書
類
等
）

第
十
八
条

第
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
条
例
第
三
十
六
条
第
二
項
の
収
入
に
関
す
る
報
告
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

２

第
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
条
例
第
三
十
六
条
第
四
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

条
例
第
三
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
五
項
の
決
定
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
当

該
決
定
を
必
要
と
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
割
増
賃
料
の
支
払
期
日
）

第
十
九
条

改
良
住
宅
収
入
超
過
者
は
、
条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
の
割
増
賃
料
を
毎
月
末
日
（
月

の
中
途
で
明
け
渡
し
た
場
合
は
、
明
け
渡
し
た
日
）
ま
で
に
そ
の
月
分
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
建
替
事
業
に
よ
り
新
た
に
整
備
さ
れ
る
普
通
県
営
住
宅
へ
の
入
居
）

第
二
十
条

知
事
は
、
条
例
第
四
十
三
条
第
一
項
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
入
居
す
べ
き
住
宅
を

決
定
し
、
当
該
申
出
を
し
た
者
に
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
書
類
の
様
式
）

第
二
十
一
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
条
例
又
は
こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
同
表
中
欄
に
掲
げ

る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

８

番

号

上
　
　
　
　
　
欄

中
　
　
　
　
　
　
　
欄

下
　
　
欄

一

規
則
第
二
条

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
変

更
承
認
申
請
書

様
式
第
一
号
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附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭

和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
号
。
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ

９

二三四五六七八九十十
一

十
二

十
三

十
四

規
則
第
二
条

条
例
第
十
一
条

条
例
第
十
七
条
第
一
項
第

一
号

規
則
第
六
条
第
一
項
及
び

第
二
項

規
則
第
六
条
第
四
項

規
則
第
七
条

規
則
第
八
条

規
則
第
九
条
第
一
項

条
例
第
二
十
一
条
第
一
項

及
び
第
三
十
六
条
第
二
項

条
例
第
二
十
一
条
第
三
項

及
び
第
三
十
六
条
第
四
項

（
同
条
第
七
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項

規
則
第
十
五
条
第
二
項

条
例
第
三
十
三
条
第
二
項
　

（
条
例
第
四
十
九
条
第
八

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
交

換
承
認
申
請
書

県
営
住
宅
入
居
許
可
申
請
書

県
営
住
宅
入
居
請
書

連
帯
保
証
人
変
更
承
認
申
請
書

連
帯
保
証
人
住
所
等
変
更
届

県
営
住
宅
同
居
承
認
申
請
書

同
居
者
異
動
届

県
営
住
宅
入
居
承
継
承
認
申
請
書

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
入

居
者
収
入
申
告
（
報
告
）
書

収
入
額
認
定
等
に
対
す
る
意
見
書

特
定
県
営
住
宅
家
賃
減
額
申
請
書

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
家

賃
等
減
免
等
承
認
申
請
書

県
営
住
宅
不
使
用
届

様
式
第
二
号

様
式
第
三
号

様
式
第
四
号

様
式
第
五
号

様
式
第
六
号

様
式
第
七
号

様
式
第
八
号

様
式
第
九
号

様
式
第
十
号

様
式
第
十
一
号

様
式
第
十
二
号

様
式
第
十
三
号

様
式
第
十
四
号

十
五

十
六

十
七

十
八

十
九

二
十

二
十
一

二
十
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

条
例
第
三
十
三
条
第
四
項

及
び
第
五
項
（
条
例
第
四

十
九
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

規
則
第
十
八
条
第
三
項

条
例
第
四
十
一
条
第
三
項

条
例
第
四
十
三
条
第
一
項

条
例
第
四
十
五
条
第
一
項

条
例
第
四
十
七
条
第
一
項

（
条
例
第
四
十
九
条
第
八

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）

条
例
第
四
十
九
条
第
二
項

条
例
第
五
十
条

県
営
住
宅
用
途
併
用
等
承
認
申
請

書収
入
基
準
超
過
が
な
く
な
っ
た
旨

等
の
決
定
申
請
書

高
額
所
得
者
普
通
県
営
住
宅
明
渡

期
限
延
長
申
出
書

建
替
住
宅
入
居
申
出
書

駐
車
場
使
用
許
可
申
請
書

県
営
住
宅
明
渡
届

普
通
県
営
住
宅
使
用
許
可
申
請
書

県
営
住
宅
立
入
検
査
員
証

様
式
第
十
五
号

様
式
第
十
六
号

様
式
第
十
七
号

様
式
第
十
八
号

様
式
第
十
九
号

様
式
第
二
十
号

様
式
第
二
十
一

号様
式
第
二
十
二

号
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れ
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
当
該
行
為
の
あ
っ
た
日
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
規
則
の
相
当

規
定
に
よ
り
さ
れ
た
行
為
と
み
な
す
。

３

改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
（
第
十
二
条
関
係
）

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
入
居
者
」
と
は
、
改
良
住
宅
に
入
居
さ
せ
る
べ
き
者
又
は
改
良

住
宅
に
入
居
さ
せ
る
べ
き
者
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
条
例
第
三
十
六
条
第
五
項
に
規
定

す
る
改
良
住
宅
収
入
超
過
者
以
外
の
も
の
を
い
う
。

10

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

家
賃
を
減
額
す
る
場
合

入
居
者
の
収
入
を
十
で
除
し

て
得
た
額
が
家
賃
の
額
以
下

で
あ
る
場
合

減
　
　
　
ず
　
　
　
る
　
　
　
額

当
該
家
賃
を
入
居
者
の
収
入
（
五
万
円
に
満
た
な
い
場
合

は
、
五
万
円
）
を
十
で
除
し
て
得
た
額
（
百
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
ま
で
減
額

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
り
住
宅
扶
助
を
受
け
て

い
る
入
居
者
に
対
し
て
は
、
当
該
住
宅
の
家
賃
を
そ
の
住

宅
扶
助
の
基
準
額
の
上
限
額
ま
で
減
額
す
る
も
の
と
す

る
。

別
表
第
二
（
第
十
六
条
関
係
）

減
　
　
　
免
　
　
　
事
　
　
　
由

一
　
入
居
者
が
生
活
保
護
法
第
十
四
条
の
規
定

に
よ
り
住
宅
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合
又
は

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

二
　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
控
除
額
の
合
計
額

に
満
た
な
い
場
合
（
次
号
の
適
用
を
受
け
る

場
合
を
除
く
）

家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

減
　
　
　
免
　
　
　
の
　
　
　
内
　
　
　
容

家
賃
の
額
か
ら
住
宅
扶
助
の
基
準
額
の
上
限
額
を
差
し

引
い
た
額
の
家
賃
の
減
額

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
の

減
額

家
賃
又
は
割
増
賃
料
の
減
額

家
賃
又
は
割
増
賃
料
の
額
に
次
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

に
相
当
す
る
額
の
減
額

ア
　
差
引
額
が
一
七
一
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
　

十
分
の
一

イ
　
差
引
額
が
一
七
一
、〇
〇
〇
円
を
超
え
四
一
四
、

減
　
免
　
の
　
期
　
間

入
居
し
、
又
は
住
宅
扶
助
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
住

宅
扶
助
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日

の
属
す
る
月
ま
で

入
居
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
の

月
後
の
最
初
の
三
月
ま
で
、
次
号
に
定

め
る
期
間
が
経
過
す
る
月
の
翌
月
か
ら

そ
の
月
後
の
最
初
の
三
月
ま
で
又
は
四

月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で

敷

金

の

減

免

の

内

容

新
た
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、

敷
金
の
額
か
ら
住
宅
扶
助
の
基
準
額
の
上
限
額

に
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
差
し
引
い
た
額
の
減

額
新
た
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
額
の
減
額

差
引
額
が
六
五
七
、
〇
〇
〇
円
以
下
の

場
合
　
家
賃
の
一
月
分
に
相
当
す
る
額

差
引
額
が
六
五
七
、
〇
〇
〇
円
を
超
え

る
場
合
　
家
賃
の
二
月
分
に
相
当
す
る
額

（一）（二）

（一）
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備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

所
得
金
額
の
合
計
額
　
令
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
金
額
の
合
計
額
に
所
得
税
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
所
得
税
を
課
さ
れ
な
い
過
去
一
年
間
に
お
け
る
入
居
者
の
所
得
金

額
を
加
算
し
て
得
た
額
を
い
う
。

控
除
額
の
合
計
額
　
令
第
一
条
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
（
こ
の
表
の
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
入
居
者
又
は
同
居
者
の
う
ち
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
、
失
職
、
離
婚
又
は
入
院
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
場
合
又
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
三
十
八
万
円
を
加
算
し
て
得
た
額
）
を
い
い
、

入
居
者
、
同
居
者
又
は
控
除
対
象
配
偶
者
若
し
く
は
扶
養
親
族
で
入
居
者
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の
の
入
院
に
よ
り
入
居
者
又
は
同
居
者
が
医
療
費
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
を
支
払
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
合
計
額
に
当
該
医
療
費
の
合
計
額
を
、
入
居
者
、
同
居
者
又
は
控
除
対
象
配
偶
者
若
し
く
は
扶

養
親
族
で
入
居
者
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の
が
災
害
に
よ
り
著
し
い
損
害
を
受
け
入
居
者
又
は
同
居
者
が
当
該
災
害
の
復
旧
の
た
め
の
費
用
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
を
支
払
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
合
計
額
に
当
該
費
用
の
合
計
額
を
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
得
た
額
を
い
う
。

差
引
額
　
控
除
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
金
額
の
合
計
額
を
差
し
引
い
た
額
を
い
う
。

11

三
　
入
居
者
若
し
く
は
同
居
者
の
死
亡
、失
職
、

離
婚
又
は
入
院
等
に
よ
り
当
該
年
の
収
入
が

著
し
く
減
少
し
て
い
る
場
合
又
は
減
少
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
及
び
入
居
者
、
同
居
者

若
し
く
は
控
除
対
象
配
偶
者
若
し
く
は
扶
養

親
族
で
入
居
者
及
び
同
居
者
以
外
の
も
の
の

入
院
又
は
災
害
に
よ
る
著
し
い
損
害
に
よ
り
　

当
該
年
の
支
出
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
場

合
又
は
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
、

所
得
金
額
の
合
計
額
が
控
除
額
の
合
計
額
に

満
た
な
い
場
合

〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
　
十
分
の
二

ウ
　
差
引
額
が
四
一
四
、〇
〇
〇
円
を
超
え
六
五
七
、

〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
　
十
分
の
三

エ
　
差
引
額
が
六
五
七
、〇
〇
〇
円
を
超
え
九
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
　
十
分
の
四

オ
　
差
引
額
が
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
一
、
一

四
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
　
十
分
の
五

カ
　
差
引
額
が
一
、
一
四
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
る
　

場
合
　
十
分
の
六

条
例
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
銭
の
減

額
　
当
該
金
銭
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

の
減
額

前
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
号
に
定
め
る
額
の
減
額

入
居
し
、
又
は
当
該
事
実
が
確
認
さ

れ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
十
二
月
を
経

過
す
る
月
（
当
該
事
実
の
消
滅
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
確
認

さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
）
ま
で

前
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
同
号
に
定
め
る

額
の
減
額

（二）

（一）（二）（三）



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　

普通県営住宅（改良住宅）の変更承認について（申請）

次のとおり現在入居している普通県営住宅（改良住宅）を変更したいので、秋田県営住宅条例施行規則第２条の

規定により、申請します。

様式第１号 普通県営住宅（改良住宅）変更承認申請書

（Ａ４判）

現在入居している住宅の名称 県営　　　　住宅　　　　棟　　　号

県営　　　　住宅　　　　棟　　　号

入居者との関係

本　　人

氏　　　　　　　名 生年月日 年　　齢 職　　　　業

入居を希望する住宅の名称

変 更 を 希 望 す る 理 由

印

入
　
　
居
　
　
者
　
　
及
　
　
び
　
　
同
　
　
居
　
　
者

（注）理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

13

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　

普通県営住宅（改良住宅）の交換承認について（申請）

次のとおり現在入居している普通県営住宅（改良住宅）を交換したいので、秋田県営住宅条例施行規則第２条の

規定により、申請します。

様式第２号 普通県営住宅（改良住宅）交換承認申請書

（Ａ４判）

現在入居している住宅の名称 県営　　　　住宅　　　　棟　　　号

入居者との関係

本　　人

氏　　　　　　　名 生年月日 年　齢 職　　業 勤務先の所在地及び名称

交 換 を 希 望 す る 理 由

入
　
居
　
者
　
及
　
び
　
同
　
居
　
者

印

印

現在入居している住宅の名称 県営　　　　住宅　　　　棟　　　号

入居者との関係

本　　人

氏　　　　　　　名 生年月日 年　齢 職　　業 勤務先の所在地及び名称

入
　
居
　
者
　
及
　
び
　
同
　
居
　
者



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

14

様
式
第
３
号
県
営
住
宅
入
居
許
可
申
請
書

（
表
面
）

（
Ａ
４
判
）

年
　
　
月
　
　
日

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

県
営
住
宅
の
入
居
許
可
に
つ
い
て
（
申
請
）

次
の
と
お
り
県
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
の
で
、
秋
田
県
営
住
宅
条
例
第
1
1
条
の
規
定
に
よ
り
、
申
請
し
ま
す
。

こ
の
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
は
事
実
に
相
違
な
く
、
虚
偽
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
入
居
の
許
可
を
受
け
ら
れ
な
く
て
も
、
又
は
取
り
消
さ
れ
て
も
異
議
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
を
希
望
す
る
住
宅

申
　
請
　
者

現
住

所

勤
務

先

県
　
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
宅

所
在

地

名
称

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

控
除
対
象
（
該
当
す
る
欄
に
◯
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

入
居
し
よ
う

と
す
る
者
及

び
同
居
し
よ

う
と
す
る
者

並
び
に
別
居

す
る
控
除
対

象
配
偶
者
及

び
扶
養
親
族

本
人

計

※
　
高
齢
者
世
帯

秋
田
県
営
住
宅
条
例
第
2
7
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
の
減
額
を
申
請
し
ま
す
。

※
　
同
居
者
1
8
歳
未
満

障
害
者
等
を
含
む
世
帯

（
１
）
・
（
２
）
・
（
３
）
・
（
４
）
・
（
５
）
・
（
６
）
・
（
７
）
・
（
８
）

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

申
請

者
と

の
関

係

生
年
月
日
年
　
齢

職
　
業

勤
務
先
の

所
在
地
、

名
称
及
び

電
話
番
号

同
居
又

は
別
居

の
別

円

所
得
年
額
同
居
し
よ

う
と
す
る

者

同
居
し
な

い
扶
養
親

族

老
人
扶

養
親
族

特
定
扶

養
親
族

障
害
者

特
　
別

障
害
者

老
年
者

寡
婦
又

は
寡
夫
備
　
考
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（
裏
面
）

注
１
　
申
請
は
、
１
回
の
公
募
に
つ
き
、
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

２
　
「
所
得
年
額
」
欄
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
（
所
得
の
種
類
、
扶
養
親
族
の
数
及
び
各
種
の
控

除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
合
計
所
得
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額

前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
額

の
合
計
額

ア
　
給
与
所
得
に
あ
っ
て
は
、
前
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金

額
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額

イ
　
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
あ
っ
て
は
、
前
年
の
収
入
額
か
ら
必
要
経
費
の
額
を
控
除
し

た
額

３
　
申
請
者
又
は
同
居
予
定
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
「
障
害
者
等
を
含
む
世

帯
」
欄
の
該
当
す
る
番
号
を
◯
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
も
の

精
神
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
の
も
の

知
的
障
害
者
で
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
障
の
程
度
が
　
に
掲
げ
る
者
と
同
程
度
の
も

の
戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
６
項
症
ま
で
又
は
第
１
款
症
の
も
の

被
爆
者

被
保
護
者

引
揚
者
で
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等

４
　
前
年
に
お
い
て
、
年
の
中
途
で
就
職
し
、
又
は
退
職
し
た
場
合
は
、「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨

及
び
そ
の
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５
　
※
印
欄
に
は
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

６
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
記
載
し
た
者
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
住
民
登
録
を
し
な
い
で
遠
隔
地
に
居
住

し
て
い
る
特
定
扶
養
親
族
等
に
あ
っ
て
は
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
等
の
写
し
）

申
請
者
及
び
同
居
予
定
者
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明

書
（
当
該
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
与
所
得
者
に
あ
っ
て
は
前
年
分
の
源

泉
徴
収
票
及
び
前
々
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
、
事
業
所
得
者
等
に
あ
っ
て
は
確

定
申
告
書
そ
の
他
の
前
年
の
所
得
金
額
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
で
税
務
署
が
受
理
し
た
旨
が

明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
前
々
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
）

退
職
等
に
よ
り
過
去
１
年
間
に
収
入
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
退
職
等
を
証
す
る
書
類

７
　
障
害
者
等
を
含
む
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
又
は
申
請
の
際
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

８
　
住
宅
の
困
窮
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
添
付
し
、
又
は
申
請
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

該
当
す
る
番
号
を
◯
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い（
特
定
県
営
住
宅
の
入
居
許
可
申
請
の
場
合
は
、

記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
。

入居希望者の住宅の困窮事情

区
　
　
　
　
　
　
　
分

１
　
住
宅
以
外
の
建
物
又
は
場
所
に
居

住
し
て
い
る
。

２
　
保
安
上
危
険
又
は
衛
生
上
有
害
な

状
態
に
あ
る
住
宅
に
居
住
し
て
い

る
。

３
　
他
の
世
帯
と
同
居
し
て
著
し
く
生

活
上
の
不
便
を
受
け
て
い
る
。

４
　
住
宅
が
な
い
た
め
親
族
と
同
居
で

き
な
い
。

５
　
住
宅
の
規
模
、
設
備
又
は
間
取
り

と
世
帯
構
成
と
の
関
係
か
ら
衛
生
上

又
は
風
教
上
不
適
当
な
居
住
状
態
に
　

あ
る
。

６
　
正
当
な
事
由
に
よ
る
立
退
き
要
求

を
受
け
て
い
る
が
適
当
な
立
退
き
先

が
な
い
（
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き

事
由
に
基
づ
く
場
合
を
除
く
。
）
。

７
　
遠
距
離
通
勤
を
し
て
い
る
。

８
　
収
入
に
比
し
て
過
大
な
家
賃
を
支
　

払
っ
て
い
る
。

９
　
婚
約
中
で
あ
る
が
収
入
が
低
額
で

あ
る
た
め
適
当
な
居
宅
が
見
つ
か
ら

な
い
。

1
0
そ
の
他

具
　
　
体
　
　
的
　
　
内
　
　
容

別
居
先

交
通
手
段

片
道
所
要
時
間
　
　
時
間
　
　
分

現
在
の
家
賃
月
額
　
　
　
　
　
　
　
円

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
２
）
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県営住宅入居請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

次の県営住宅の使用に当たっては、秋田県営住宅条例及び秋田県営住宅条例施行規則を遵守し、義務（家賃納入、

保管等）の不履行があったときは、連帯保証人がこれを引き受け、誠実に履行します。

様式第４号 県営住宅入居請書

（Ａ４判）

本　　籍　　地

現　　住　　所

氏　　　　　名

本　　籍　　地

現　　住　　所

氏　　　　　名

職　　　　　業

勤務先

所在地

電　話　番　号

生　年　月　日

電　話　番　号

生　年　月　日

年　　月　　日

年　　月　　日

w

w

入居者との関係

電　話　番　号

名　称

入
　
　
居
　
　
者

連
　
　
帯
　
　
保
　
　
証
　
　
人

入居者及び連帯保証人の印鑑証明書並びに連帯保証人の収入を明らかにする書類（所得証明書等）を添付して

ください。

（注）

県
　
営
　
住
　
宅

名　称

家　賃

県営　　　　　　　　住宅　　　　　　　　棟　　　　　　　　号

円 円敷　金
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

連帯保証人の変更承認について（申請）

次のとおり県営住宅入居請書に連署した連帯保証人を変更したいので、秋田県営住宅条例施行規則第６条第１項

（第６条第２項）の規定により、申請します。

様式第５号 連帯保証人変更承認申請書

（Ａ４判）

本　　籍　　地

現　　住　　所

氏　　　　　名

職　　　　　業

勤務先

所在地

電　話　番　号

生　年　月　日 年　　月　　日

入居者との関係

電　話　番　号

名　称

新
　
　
連
　
　
帯
　
　
保
　
　
証
　
　
人

旧連帯保証人の氏名

変　更　理　由
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

連帯保証人の住所（氏名、勤務先）の変更について（届出）

次のとおり連帯保証人の住所（氏名、勤務先）が変更になったので、秋田県営住宅条例施行規則第６条第４項の

規定により、届け出ます。

様式第６号 連帯保証人住所等変更届

（Ａ４判）

変 更 内 容

変　　　　更　　　　後 変　　　　更　　　　前

変更年月日 年　　　　　　　月　　　　　　　日
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様
式
第
７
号
県
営
住
宅
同
居
承
認
申
請
書

（
Ａ
４
判
）

年
　
　
月
　
　
日

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
様

住
宅
の
名
称
　
県
営
　
　
　
　
　
住
宅
　
　
　
棟
　
　
　
号

氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

県
営
住
宅
の
同
居
承
認
に
つ
い
て
（
申
請
）

次
の
と
お
り
県
営
住
宅
へ
の
入
居
の
際
に
同
居
し
て
い
た
親
族
以
外
の
者
を
同
居
さ
せ
た
い
の
で
、
秋
田
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
、
申
請
し
ま
す
。

１
　
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者

２
　
同
居
の
予
定
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

３
　
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
由

ふ
り
が
な

氏
　
　
　
　
　
名

入
居
者
と
の
関
係

生
年
月
日

年
齢

職
　
　
　
業

勤
務
先
の
所
在
地
及
び
名
称

所
得
年
額

※
控
除
額

円
円

備
　
　
　
考



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

20

１
　
「
所
得
年
額
」
欄
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
（
所
得
の
種
類
、
扶
養
親
族
の
数
及
び
各
種
の
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
合
計

所
得
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額

前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

ア
　
給
与
所
得
に
あ
っ
て
は
、
前
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
給
与
所
得
控
除
後
の
給
与
等
の
金
額
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
額

イ
　
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
あ
っ
て
は
、
前
年
の
収
入
額
か
ら
必
要
経
費
の
額
を
控
除
し
た
額

２
　
前
年
に
お
い
て
、
年
の
中
途
で
就
職
し
、
又
は
退
職
し
た
場
合
は
、「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
※
印
欄
に
は
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

４
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
の
住
民
票
の
写
し

同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
（
当
該
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
給
与

所
得
者
に
あ
っ
て
は
前
年
分
の
源
泉
徴
収
票
及
び
前
々
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
、
事
業
所
得
者
等
に
あ
っ
て
は
確
定
申
告
書
そ
の
他
の
前
年
の
所
得
金
額
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
で
税
務

署
が
受
理
し
た
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
及
び
前
々
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
）

退
職
等
に
よ
り
過
去
１
年
間
に
収
入
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
退
職
等
を
証
す
る
書
類

理
由
と
し
て
記
載
し
た
事
項
を
証
明
す
る
書
類

５
　
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
又
は
申
請
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
も
の

精
神
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
の
も
の

知
的
障
害
者
で
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
障
の
程
度
が
　
に
掲
げ
る
者
と
同
程
度
の
も
の

戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
６
項
症
ま
で
又
は
第
１
款
症
の
も
の

被
爆
者

被
保
護
者

引
揚
者
で
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
注
）

（
２
）



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

21

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

同居者の異動について（届出）

次のとおり同居者に異動があったので、秋田県営住宅条例施行規則第８条の規定により、届け出ます。

様式第８号 同居者異動届

（Ａ４判）

異動者の氏名 入居者との関係 年齢 異動年月日 異　動　先 異動理由

理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。（注）



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

22

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

県営住宅の入居の承継承認について（申請）

次のとおり入居の承継をしたいので、秋田県営住宅条例施行規則第９条第１項の規定により、申請します。

様式第９号 県営住宅入居承継承認申請書

（Ａ４判）

氏　　　　名
旧入居者

との関係
年齢生年月日

年　月　日

職　　業
勤務先の所在地

及　び　名　称

理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。（注）

新
　
入
　
居
　
者

旧　入　居　者　の　氏　名

承　　継　　の　　理　　由



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号
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様
式
第
1
0
号

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
入
居
者
収
入
申
告
（
報
告
）
書

（
Ａ
４
判
）

普
通
県
営
住
宅
（
改
良
住
宅
）
入
居
者
収
入
申
告
（
報
告
）
書

年
　
　
月
　
　
日

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
の
名
称
　
県
営
　
　
　
　
　
住
宅
　
　
　
棟
　
　
　
号

氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

秋
田
県
営
住
宅
条
例
第
2
1
条
第
１
項
（
第
3
6
条
第
２
項
）
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
収
入
を
申
告
し
ま
す
（
報
告
し
ま
す
）
。

入
居
者
及
び

同
居
者
並
び

に
別
居
す
る

控
除
対
象
配

偶
者
及
び
扶

養
親
族

本
人

控
除
対
象
（
該
当
す
る
欄
に
◯
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

計
（
Ａ
）

計
（
Ｂ
）

円

障
害
者
等
を
含
む
世
帯
（
１
）
・
（
２
）
・
（
３
）
・
（
４
）
・
（
５
）
・
（
６
）
・
（
７
）
・
（
８
）

（
Ａ
）－（
Ｂ
）／
12

※
　
収
　
　
入
　
　
月
　
　
額

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

入
居

者
と

の
関

係

生
年
月
日
年
　
齢

職
　
業

勤
務
先
の
所
在
地
、

名
称
及
び
電
話
番
号

円

円

所
得
年
額
同
居
者

同
居
し
な

い
扶
養
親

族

老
人
扶

養
親
族

特
定
扶

養
親
族

障
害
者

特
　
別

障
害
者

老
年
者

寡
婦
又

は
寡
夫

備
　
考

※
　
高
齢
者
世
帯

※
　
収
入
申
告
（
報
告
）

の
審
査
の
状
況

※
　
控
除
額

１
同
居
者

２
同
居
し
な
い
扶
養
親
族

３
老
人
扶
養
親
族

４
特
定
扶
養
親
族

５
障
害
者

６
特
別
障
害
者

７
老
年
者

８
寡
婦
又
は
寡
夫

※
　
収
入
超
過
者
の
認
定
の
要
否

※
　
高
額
所
得
者
の
認
定
の
要
否

※
　
収
入
基
準
超
過
の
有
無

要
　
　
・
　
　
否

要
　
　
・
　
　
否

要
　
　
・
　
　
否

※
　
同
居
者
1
8
歳
未
満
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１
　
「
所
得
年
額
」
欄
に
は
、
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
（
所
得
の
種
類
、
扶
養
親
族
の
数
及
び
各
種
の
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
の
合
計
所
得
の
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
る
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
入
居
者
又
は
同
居
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、「
障
害
者
等
を
含
む
世
帯
」
欄
の
該
当
す
る
番
号
を
○
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

身
体
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
も
の

精
神
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
の
も
の

知
的
障
害
者
で
そ
の
日
常
生
活
に
お
け
る
支
障
の
程
度
が
　
に
掲
げ
る
者
と
同
程
度
の
も
の

戦
傷
病
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
６
項
症
ま
で
又
は
第
１
款
症
の
も
の

被
爆
者

被
保
護
者

引
揚
者
で
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
等

３
　
前
年
に
お
い
て
、
年
の
中
途
で
就
職
し
、
又
は
退
職
し
た
場
合
は
、「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４
　
※
印
欄
に
は
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
（
報
告
）
書
に
記
載
し
た
者
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
住
民
登
録
を
し
な
い
で
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る
特
定
扶
養
親
族
等
に
あ
っ
て
は
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
の
写
し
）

入
居
者
及
び
同
居
者
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書

退
職
等
に
よ
り
過
去
１
年
間
に
収
入
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
退
職
等
を
証
す
る
書
類

６
　
障
害
者
等
を
含
む
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
又
は
申
告
（
報
告
）
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
注
）

（
２
）



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

25

収入額の認定（収入基準超過がある旨の決定、収入基準超過がなくなった旨の決定、

収入が減少した旨の決定）に対する意見書■■■■■■■■■■■■■■■■■■、

年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

年　　月　　日付け　　で受けた収入額の認定（収入基準超過がある旨の決定、収入基準超過がなくなった

旨の決定、収入が減少した旨の決定）について、秋田県営住宅条例第21条第３項（第36条第４項、第36条第７項

において準用する同条第４項）の規定により、次のとおり意見を申し述べます。

様式第11号 収入額認定等に対する意見書

（Ａ４判）

意　　　　見

必要に応じ、意見の内容を明らかにした書類を添付してください。（注）



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

26

様
式
第
1
2
号

特
定
県
営
住
宅
家
賃
減
額
申
請
書

（
Ａ
４
判
）

特
定
県
営
住
宅
家
賃
減
額
申
請
書

年
　
　
月
　
　
日

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
の
名
称
　
県
営
　
　
　
　
　
住
宅
　
　
　
棟
　
　
　
号

氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w

秋
田
県
営
住
宅
条
例
第
2
7
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
県
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て
減
額
を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

入
居
者
及
び

同
居
者
並
び

に
別
居
す
る

控
除
対
象
配

偶
者
及
び
扶

養
親
族

本
人

控
除
対
象
（
該
当
す
る
欄
に
◯
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

計
（
Ａ
）

円円

ふ
り
が
な

氏
　
　
名

入
居

者
と

の
関

係

生
年
月
日
年
　
齢

職
　
業

勤
務
先
の
所
在
地
・

名
称
・
電
話
番
号

円

所
得
年
額
同
居
者

同
居
し
な

い
扶
養
親

族

老
人
扶

養
親
族

特
定
扶

養
親
族

障
害
者

特
　
別

障
害
者

老
年
者

寡
婦
又

は
寡
夫

備
　
考

※
　
審
査
の
状
況

※
　
控
除
額

１
同
居
者

２
同
居
し
な
い
扶
養
親
族

３
老
人
扶
養
親
族

４
特
定
扶
養
親
族

５
障
害
者

６
特
別
障
害
者

７
老
年
者

８
寡
婦
又
は
寡
夫

計
（
Ｂ
）

※
　
収
入
月
額

（
Ａ
）－（
Ｂ
）／
1
2



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

27

１
　
「
所
得
年
額
」
欄
に
は
、
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書
（
所
得
の
種
類
、
扶
養
親
族
の
数
及
び
各
種
の
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
合
計
所
得
の
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
る
額
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
前
年
に
お
い
て
、
年
の
中
途
で
就
職
し
、
又
は
退
職
し
た
場
合
は
、
「
備
考
」
欄
に
そ
の
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
※
印
欄
に
は
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

４
　
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
記
載
し
た
者
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
住
民
登
録
を
し
な
い
で
遠
隔
地
に
居
住
し
て
い
る
特
定
扶
養
親
族
等
に
あ
っ
て
は
、
在
学
証
明
書
、
学
生
証
の
写
し
）

入
居
者
及
び
同
居
者
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
前
年
の
所
得
金
額
に
係
る
所
得
証
明
書

退
職
等
に
よ
り
過
去
１
年
間
に
収
入
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
退
職
を
証
す
る
書
類

５
　
障
害
者
等
を
含
む
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
、
又
は
申
請
の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
注
）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　w■

普通県営住宅（改良住宅）の家賃（敷金、割増賃料、条例第41条第２項に規定

する金銭）の減免（徴収猶予）承認について（申請）■■■■■■■■■■■

次のとおり家賃（敷金、割増賃料、条例第41条第２項に規定する金銭）の減免（徴収猶予）を受けたいので、秋

田県営住宅条例施行規則第15条第２項の規定により、申請します。

様式第13号 普通県営住宅（改良住宅）家賃等減免等承認申請書

（Ａ４判）

現在入居している住宅

申 請 理 由

氏　　　　名

入

居

者

及

び

同

居

者

名　　称

現在納付

している

家賃月額

入居者

と　の

関　係

生　年　月　日 年　齢 職　　　　　業

本　人

県営　　　　　　　住宅　　　　　　棟　　　　　　号

円

理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。（注）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　w■

社会福祉法人等にあっては、■■

名称及び代表者の氏名■■■■■

県営住宅の不使用について（届出）

次のとおり県営住宅を引き続き15日以上使用しないので、秋田県営住宅条例第33条第２項（第49条第８項にお

いて準用する同条例第33条第２項）の規定により、届け出ます。

様式第14号 県営住宅不使用届

（Ａ４判）

県営　　　　　　　　　　住宅　　　　　　　　　　棟　　　　　　　　　　号
現在入居している

住 宅 の 名 称

年　　　　月　　　　日から　　　　　年　　　　月　　　　日まで

所在地

名　称

使 用 し な い 期 間

理 由

入居者及び同居者の

滞 在 場 所

〔 〕

電話番号
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　w■

社会福祉法人等にあっては、■■

名称及び代表者の氏名■■■■■

県営住宅の用途併用の承認について（申請）

次のとおり入居している県営住宅について、他の用途との併用（模様替、増築）をしたいので、秋田県営住宅条

例第33条第４項（第33条第５項、第49条第８項において準用する同条例第33条第４項（第33条第５項））の規定

により、申請します。

様式第15号 県営住宅用途併用等承認申請書

（Ａ４判）

県営　　　　　　　　　　住宅　　　　　　　　　　棟　　　　　　　　　　号
現在入居している

住 宅 の 名 称

年　　　　月　　　　日から　　　　　年　　　　月　　　　日まで

併用しようとする

用 途 （（ 模 様 替 、

増 築 ） の 理 由 ）

併用（模様替、増築）

をする場所及び面積

併 用 す る 期 間

（工事の施工期間）

〔 〕

模様替又は増築の場合にあっては、当該工事の内容を明らかにした図面を添付してください。（注）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

収入基準超過がなくなった（収入が減少した）旨の決定について（申請）

次のとおり収入基準超過がなくなった（収入が減少した）旨の決定を受けたいので、秋田県営住宅条例施行規則

第18条第３項の規定により、申請します。

様式第16号 収入基準超過がなくなった旨等の決定申請書

（Ａ４判）

年　　　　　月　　　　　日
収入基準超過がある旨の決定を

受 け た 年 月 日

月額　　　　　　　　　　　　　　　　　円収 入 額

収 入 基 準 超 過 が な く な っ た

（ 収 入 が 減 少 し た ） 理 由

収入基準超過がなくなった（収入が減少した）事実を証明する書類（所得証明書等）を添付してください。（注）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

高額所得者普通県営住宅明渡期限延長について（申出）

次のとおり明渡期限を延長するよう秋田県営住宅条例第41条第３項の規定により、申し出ます。

様式第17号 高額所得者普通県営住宅明渡期限延長申出書

（Ａ４判）

年　　　　　月　　　　　日明渡しを請求されている年月日

年　　　　　月　　　　　日延 長 希 望 年 月 日

理 由

理由として記載した事項を証明する書類を添付してください。（注）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

建替住宅への入居について（申出）

次のとおり建替住宅への入居を希望するので、秋田県営住宅条例第43条第１項の規定により、申し出ます。

様式第18号 建替住宅入居申出書

（Ａ４判）

県営　　　　　　　　　　住宅　　　　　　　　　　棟　　　　　　　　　　号
明渡請求を受けた

住 宅 の 名 称

入
　
　
居
　
　
者
　
　
及
　
　
び
　
　
同
　
　
居
　
　
者

氏　　　　名

入居者

と　の

関　係

本　人

生年月日 年齢 職　　　　業
勤 務 先 の 所 在 地

及 び 名 称
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

住宅の名称　県営　　　　　住宅　　　棟　　　号■

氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

駐車場の使用許可について（申請）

県営住宅の駐車場を使用したいので、秋田県営住宅条例第45条第１項の規定により、次のとおり申請します。

様式第19号 駐車場使用許可申請書

（Ａ４判）

県営　　　　　　　　　　　　住宅駐車場駐 車 場 の 名 称

区画使 用 区 画

使 用 期 間

備 考

年　　　　月　　　　日から　　　　　年　　　　月　　　　日まで
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

氏　名　　　　　　　　　　　w■

社会福祉法人等にあっては、■■

名称及び代表者の氏名■■■■■

県営住宅の明渡しについて（届出）

次のとおり県営住宅を明け渡すので、秋田県営住宅条例第47条第１項（第49条第８項において準用する同条例

第47条第１項）の規定により、届け出ます。

様式第20号 県営住宅明渡届

（Ａ４判）

〔 〕

県営　　　　　　　　　住宅　　　　　　　　　棟　　　　　　　　　号明け渡す住宅の名称

年　　　　　月　　　　　日明 渡 予 定 年 月 日

転 居 先

勤 務 先

（電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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年　　月　　日

秋田県知事　　　　　　　　様

主たる事務所の所在地　　　　　　　　　　　　　　■

名　　　　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

代表者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　 w■

普通県営住宅の使用許可について（申請）

次のとおり普通県営住宅を使用したいので、秋田県営住宅条例第49条第２項の規定により、申請します。

様式第21号 普通県営住宅使用許可申請書

（Ａ４判）

事業内容を明らかにした書類及び入居予定者の名簿を添付してください。（注）

県営　　　　　　　　　住宅　　　　　　　　　棟　　　　　　　　　号
使用しようとする

普通県営住宅の名称

使 用 の 目 的

使 用 期 間 年　　　　月　　　　日から　　　　　年　　　　月　　　　日まで
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様式第22号 県営住宅立入検査員証

（表面）

第　　　号　　　年　　　月　　　日交付

県営住宅立入検査員証

職氏名　　　　　　　　　　　　　　■

年　　　月　　　日生■

上記の者は、秋田県営住宅条例第50条第１項の規定により県営住宅の検査を行う者であることを証明する。

年　　　月　　　日

秋田県知事 ■

（裏面）

秋田県営住宅条例　抜粋

（立入検査）

第50条　知事は、県営住宅の管理上必要な限度において、知事の指定した者に、現に使用している県営住宅にあら

かじめその入居者の承諾を得て立ち入り、当該県営住宅を検査させ、又はその入居者に対して適当な指示をさせ

ることができる。

２　前項の規定により立入検査をする者は、その身分を示す証票を携帯し、関係人の請求があったときは、これを

提示しなければならない。

印



発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


